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【令和４(2022)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、 

一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（研究の概要） 

 本研究は、室温超伝導の実現とそのデバイス化に向けて、超高圧力下での水素化物高温超伝導体の合

成並びに超伝導デバイス回路動作の達成とともに、物質開発に関しては計算科学と超高圧下での構造

解析・測定手法を組み合わせて探索することを課題としている。 

 

（意見等） 

 本研究で提案された独自手法である高圧合成・高圧実験と計算科学・構造解析を融合させた取組は順

調に進められており、３元系水素化物の探索と合成においては一定の研究成果を上げている。また、ヒ

ーター内蔵型ダイアモンドアンビルの開発と、それを用いた硫化スズ系物質の超伝導の発見は、想定以

上の研究成果として高く評価できる。一方、応募時からの課題であった高圧下でのダイアモンドアンビ

ルの破砕の問題については、表面処理技術の導入によりやや押さえられたが、破砕を避ける指針の確立

には至っていない。したがって、本研究の主要目標の一つである水素化物の室温超伝導の実現は、現時

点では不確定である。今後、ダイアモンドアンビルの高圧力化を含めたアンビル破砕を防ぐ様々な方法

の試行と、合成経路まで含めた形での新規水素化物の探索、新たな提案である機械学習を取り入れた候

補物質の選出方法の改善が望まれる。また、本研究のもう一つの重要目標である室温超伝導を利用した

デバイス開発については、上記ダイアモンドアンビルと電極微細加工技術の開発において進展が見ら

れるが、計画されていた既存超伝導体のデバイス動作検証には至っておらず、今後の注力が必要であ

る。 

 


